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 １ アルカリフォスファターゼ（ALP）分析法の現状と問題点について 
 ２ 蛍光法を用いたin vitro ALP活性測定の科学原理について 
 ３ 天然基質を用いたALP活性測定法の科学的意義について 
 ４ 人のALPアイソザイムの種類について 
 ５ 血液中のALPの定量分析法の現状と問題点について 
 
 これらに対して極めて適切な解答をなし，本委員会が本人の学位申請論文の内
容及び関係事項に関する本人の学識について試験した結果，全員一致していずれ
も学位を授与するに必要な学識を有するものと認めた。 
 
 
 
